
９月改善プラン 後期評価結果 後期に見つかった●課題と△検討事項 ２月改善プラン

（１）

「教育課

程」

R2に向けた編成会議を計画的に

実施していく。（教務）

○職員が協働して、現在進行中 △年度途中のお誘い事業をどう解釈

するか

●教育課程にない事業が進度を圧迫

した

令和３年度のにおける朱書き改善

少年団の活動などで収まるものはそち

らで。年度当初に検討。

（２）

「働き方

改革」

業務の平準化を行う。（各部内

のスタッフを生かす）

○授業の乗り換えなどを有効に活

用している。

●勤務時間外の不急業務があった

●実効性のある改革はこれからの課

題

不要の業務の削減

（４）

「特別支

援教育」

特別支援教育の授業改善を研究

する。（研修・CO）

○すべての児童が対象であるとい

う意識化がある

●知的学級以外の学級においても自

立活動が必要

特別支援の自立活動等の校内研修

新1年生の情報収集と就学相談を

開始する。（CO)

○相談機会進行中 △２月の支援委員会までに在籍の判

断が必要

言語教育の専門性の研修

（５）

「情報周

知徹底」

まずは、各会議に出た担当から

全職員へ知らせる機会を

○環流報告的な研修機会が何度か

実行できた。

研修・会議のない木曜等に職員

全体周知の機会を（教頭）

○司会者が意識して進めてくれて

いた。

（６）

「キャリ

アノー

ト」

改善点などについて検討（教

務）

○体育の記録掲示などは十分に出

来ていた。

●宇文スタンダード（まなぶんルー

ル？）の学習中の確認が必要

△学習ルール（必要なもの）の常掲の

検討（教務部）
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（７）

「危機管

理」

教職員防災訓練の実施の検討

（教頭）

●未実施 春休みに実施を

 

「ほっ

と」

有効活用について研究する。

（生指）

少人数に合わない面がある 少人数にあった道徳性アンケート等の

検討（生徒指導部）

（８）

「他校連

携」

やっている内容を共通理解す

る。（（５）と共通）

○地域連携は十分に取れている。 ●こども園との連携をどう進めるか

（１）

「授業改

善」

 補欠体制（管理職が補欠など）

を整備した上で、互いの授業

を見合うことができる機会を整

備（研修・教務）

○研修を通じ授業改善に努力し

た。

●ICT活用の学級間の開き

●個人のニーズと集団としての規律

とのバランス

特支担任が授業に刺さり、こどもの考

えを広げるなどで対話的場面を保障す

る。

判断の難しい場面では、他の職員に相

談するなど、チームで解決を

（２）特

別の教科

道徳の進

め方

△A・B年度方式の方が進めやす

い。

●道徳的実践力が不十分

転校に伴う未実施をクリアする対策を

クリアした中でのA・B年度方式

継続的指導

（３）

「クラブ

活動」

今後どのような体制がふさわし

いか検討する。（生指）

●未実施 今年度中の職員会議で一度検討。（教

務部）

２

 

指

導

の

重

点

に

つ

い

て

−学校評価 P（  ）総括と改善プラン−



（４）

「教育資

源活用」

年度当初になかった計画を持ち

込む際は、教育課程のどの時

間に基づき、どの目的で行うか

を明示する。（各担当）

○教育課程のどのコマの振替なの

かは説明した。

「資質能

力の評価

改善」

●こどもの様子や取組の実態に終

わっていないか

資質・能力の変容を看取った評価が必

要

（５）

「外国語
ALTとの打ち合わせの確保

（６）

「言葉遣

い」

 子どもの言葉遣いをその場で指

導。（全員）

 教師に対する言葉遣いは、第３

者からの指導が有効。

 教職員も日頃の言葉遣いに注意

（改善）しましょう。（全員）

●改善は見られたが、低学年から

「怖い」と思われる言葉遣いが遊

びの中などででてくる。

継続的かつ機を逃さない指導

（６）

「スタン

ダード」

定着具合の検証の仕方の検討

（教務）
△「宇文スタンダード」と「まなぶ

んルール」の言葉の整理

経営（６）と共通

（⑦）

「学校間

連携」

●保小連携に課題

●校外学習での連携

行事への参加から

他校と合同で行くことができるものの

整理

町内４校○○教室を計画的に実施する
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（８）

「将来の

夢」

●キャリア教育の充実 社会科、総合の単元目標にキャリア教

育的目標を入れる

（９）

「生活習

慣」

○宇文子元気プロジェクトで成果

あり

（保護者要望に応えるもの）

  （10）

「合理的

配慮」

自立活動の実践的と研究（CO・

研修）

あまり難しく考えず、試行錯誤

的に取り組みましょう。

経営（４）と共通

「教務」 表彰の仕方・漢字検定の不備・

活動の一層の見える化

○不備の改善がなされた。 ●全員で同じ事よりも個人を伸ばす

事が重要

●５年生の学力対策

ゆびドリルは高学年には向かない面が

ある

過去問の活用、放課後活動の利用の検

討を

  「研修」 負担にならない範囲での有効な

研修に

●特別支援の専門性の研修 言語と情緒の自立活動の視察研修など

が必要（但し児童実態が大きくかけ離

れては意味が無い）

「生徒指

導」
いじめ未然防止の取組の一層の

充実・教育相談の計画化

●クラス間や児童の情報交流がやや

不足

他のクラスを見に行く活動や、メン

ター研修的な座談会の実施

「保健体

育」
調査結果を生かす取組の検討

３
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元気プロジェクトの結果の周知

の仕方の工夫

回数の検討（親の要望から）

△なわとびよりもランニングの方が

有効では

●体力手帳の有効活用がもう一つ

△マラソンの位置づけの全体での検討

（体育）

もう少し⾧い目で見たら有効さが出て

くる。継続的実施を。

「事務」 使用しない教材の廃棄 ●やる職員、やらない職員に差が

ある

廃棄と文書整理を心がける（職員室内

に掲示）「年度内に文書整理を！」

工夫して説明できる子どもを育

てる取組が必要。

児   童：前期3.4P   学年末3.4P

保護者：前期3.3P   学年末3.7P

職   員：前期3.5P   学年末3.4P

△十分とは言えない面がある

継続的に指導していく

授業での振り返りの活動を大切

にし、自分の言葉で話す機会を

確保する。

職   員：前期3.3P   学年末3.7P

○意識して達成できた

歩道の草刈りを１度学校で実

施。その後自治会に相談。（校

⾧・松永）

○連合会にも知らせることが出来

た

子供がいる時間は、職員室前廊

下を少し明るく保つ

○改善した

△学校全体での知的な取組

△滑り台やチューブ

△児童に積極性をつけさせる指導を 継続的に励まし自信をつけさせる
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